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開発 、ミネルヴァ書房より共編著 東アジアのグローバル化と地域統合 、学術出版会よ
り共編著 東アジアの新産業集積 地域発展と競争・共成 、そして、本日のご講演に関













































図 米日中・主要経済圏 の対アメリカ相対変化（ 年）
注 アメリカの名目 を とする。 年の比率は、下から順に 中国、 日本、東


























図 日本を基準とした中国、 、 の 推移（ 年 年）








経済の規模は 年に中国は日本の 分の でした。それが、 年後の 年にはちょ
うど ％、つまり 分の になります。そして、 年になりますと、 分の になりま
す。そして、 年には追い越します。四半世紀、 年の間に 分の から日本を追い越













界の 分の でした。そして、 年には 分の 、 年は半分になります。そして、
世界の経済の伸びをどの地域が担うのかというと、 年では世界の成長の半分がアジア






て、この と人口の関係を図 にみます。 年について見ると、インドと中国の人








この図 で各国の 人当たり の規模と、過去 年、 年から 年の の
伸び率の関係を見ると、相対的に人口の少ないところは成長率が低く、人口が多いところ






図 アジア主要国の 人当たり と人口規模（ 年）



























































ことです。図 は世界の つの経済圏、すなわち東アジアと、 、つまりアメリ
カを中心とした北米経済圏と、 の経済圏の域内取引の財別割合を 年から 年の
グローバル経済下のアジア圏を考える
表 アジアと先進国の年間可処分所得比較 年人口と 年の増加数（単位 百万）
所得区分基準 先進国 中国 南西アジア
世帯年間
可処分所得









注 年人口 年人口 増加人口。






る前に、用語の定義を確認しておきます。 素材 は第 次産品で、例えば、鉄鉱石、原
油、木材、羊毛などになります。この素材を基に工業製品が生産されますが、この工業製
品は、 中間財 と 最終財 に分けられます。そして 中間財 にはさらに 加工品
と 部品 に分けられ、 最終財 も 消費財 と 資本財 に分けられます。ここで、
加工品 とは、鉄鋼、ガソリン、プラスチック、ベニヤ板、セメントなどを指し、 部
品 は機械などを指します。 消費財 は私たちが日常で消費する商品で、 資本財 は工
作機械や建設機械、パソコンやトラックなどになります。
つの経済圏でのこの財別の構成の違いを見ますと、 加工品 というのは、どの地域
においても一番高いですが、 部品 の動きで つ非常に大きな違いが見られます。東ア
ジア地域だけが 部品 の割合が急激に多くなっている。つまり 中間財 の割合が東ア
ジアでは ％を超えます。ところが、 消費財 は、東アジアでは逆で大きく減っていま

















































































あるかということですが、 のデータによると 年には国として カ国にしか加工
区の設置はなかったのですが、その後どんどん増えて、今世紀になると カ国、 年













区が深 ほか カ所にできました。 年代に工業開発区や、あるいは、高新技術産業開発
区、 がどんどんと建設されるようになります。 年には
北京の中関村に、ソフトウェア開発で有名な中関村科技園区










































は 分の でした。ところが、 年には ％と ％近くになります。しかし、その
図 中国における外資系企業の諸貢献指標（ 年 年）

























































シンガポール ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
台湾 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
香港 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
韓国 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
ブラジル ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
ロシア ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
インド ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
中国 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％





























図 日本の製造業企業の中期的有望事業展開先国推移（ 年 年）
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出所 各年版より作成。






ターとして公表されましたが、それが図 です。これによると、 国内市場規模 が ％
で第 のファクターに上がっています。そして、 政府規制の透明性と汚職の排除 と
税率と税の支払いの容易さ が共に ％になっています。 労働コスト は ％で、
番目に登場します。労働コストは主要な要素の中には入りますが、理由の内のひとつの要
素でしかなくなっているのです。














ファクターである 国内市場規模 に次いで挙げられているのは 政府規制の透明性、汚
















































使うことにします。 年を見ると世界の 支出の ％が 東・東南アジア で
あったことがわかります。ここに書いてある東南アジアというのは、これは を
指し、東アジアというのは中国が中心になりますけど、日本もこの中に入ります。この
東・東南アジア の 支出額は ％で、アメリカの ％を超えているんです
ね。 年のデータでは実はアメリカが ％ぐらいで、 東・東南アジア は ％ぐらい
でした。 年にこの順位が入れ変わりました。この 年間は 東・東南アジア の
支出額は 年の 億ドルから 年の 兆 億ドルへと 倍以上増えていま
す。その増加分のうちの 分の は中国で、その増加額はアメリカよりも多い。アメリカ
のデータですと、アメリカの子会社がどこで 投資をしたのかを調べていますが、そ
























中国が 億人の市場であるならば、 は 億の市場をつくり発展していく。
としてひとつの市場を創るための手続きをこれから続けていく、と宣言したわけ












） 年 月には カ国が新たに加盟し カ国となり、同年 月にさらに カ国、 月に カ国が加盟
して、合計 カ国・地域に達し、 の カ国を超えている。








日本は、 質の高いインフラ整備 をアジアにする、として、 年の間に官民

















































































































































































） は、 と呼ばれる 加盟国のニュージーランド、シンガポール、チリ、ブルネイの カ国
による貿易自由化協定に、 年末、アメリカが参加を表明し、 年から、アメリカのほかオースト
ラリア、ペルー、ベトナム、マレーシア、その後、カナダ、メキシコが加わって交渉が進んだ。日本は
年 月から正式な交渉国となり、 カ国による交渉（ ）が 年 月に大筋合意に達した。
しかし、合意した各国の国内での協定批准過程において、アメリカの大統領選で 年 月、 反
対のドナルド・トランプ候補が勝利し、彼は 年 月に大統領に就任すると 離脱の大統領令に
署名した。そのため、同年 月には残った国々は、アメリカを抜く カ国（ ）の間で を発
足させようとする会合を始めている。しかし、 年 月現在、 の合意の目途は立っていない。




































坂田 次に、 環太平洋経済連携協定（ ）について先生の基本的なご意見をお聞かせ
いただけませんか という質問です。
平川 ）には つの側面があります。 つは自由化をするという純粋な意味で経済
的な問題があります。もう つは、非常に強い政治的な意味合いがあります。昨（ ）
















































と思います。 つほどお答えいただければと思うのですが、 つは、 には、
ディバイドと言われる 後発国という問題がある。それと、ラオスは人
口が 万人、カンボジアは人口が 万人と非常に少ない。これらのような人口小国
も、 や のような工業化を目指すべきなんでしょうか という質問と、
































































































































平川 いいえ、 の協力枠組みはありますが、 の関係では
の ですので、 での枠組みはない、ということですね。
の協力枠組みについて、 が創り上げた会議主義の考え方を私は
高く評価しています。 は、 中心性、 と言って、
は域外のいろんな国と付き合うんだけれど、いつも 自身が中心にいな
ければいけないという考え方を公式にとっているんです。ですから、 の首
脳会議の開催国は、 の カ国の中で回しているだけで、中国で 首













































































































































































（本稿は、平成 年 月 日、大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天にて開催された講
演会の記録に加筆・修正を加えたものである）
グローバル経済下のアジア圏を考える

